
月 日 曜日 行事等 学年 1校時 2 3 4 給食 5 6 下校時刻

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

■読み聞かせ8:20～8:30

■県学力調査「学びのたしか
め」5年生
2校時：国語、3校時：算数

■企画・校内研・学推委員会
15:45～校長室

■学年会

■那覇市PTA親睦バレーボー
ル大会（7/2開催）へ向けて
の練習
19:00～　神原中体育館

水

12 月

13 火

■あいさつ運動 5-2 ～6/16
■学級の日の時間　Zoom
8:20～8:30「沖縄戦につい
て」校長先生からのお話
■給食残量調査週間～6/16
■クラブ活動⑥14:40～

■終礼 16:15～16:30

6

6

14

6

6 15

6 16 金

■ミラクリ（GIGA）

■小中一貫教育
各部長・班長・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ会議
15:00～神原中

■青少協総会・夜間ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
18:00～地域連携室

■不審者避難訓練3校時

■旗頭フェスタ説明会
15:30～那覇市役所
上原先生参加木

ミラクリ 那覇市立神原小学校
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文責 校長 石川 博久

未来（ミライ）に向かって 果たすべ

き使命や役割（ミッション）をクリア

できる自分になりたい

読み上げに参加した子供たちの感想

れいけ沖縄「平和の礎（いしじ）」名前を読み上げ平和を誓う！ 今、私たちは沖縄戦の事実をどれだけ知っていますか？

【お知らせ】6月30日（金）14:00～16:45 神原小学校6年2組 當間隆太学級において、校内研究として『学級活

動』の公開授業 及び 授業研究会を行うことになりました。当日は6年2組の他の学級は、13:30下校となりますので

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。改めて来週学校から下校時刻変更のお手紙を配布いたします。

６月23日の慰霊の日に向け、糸満市摩文仁の「平和の礎」に刻まれた戦没者約24万人全員の名前を、声に

出して読み上げるプロジェクトに、6月6日（火）10:30～11:00、リモートで神原小学校4年生・5年生・6

年生が参加しました。30分間で、500人の沖縄戦で亡くなった刻銘者名を、児童一人で２～3人をリレー式で

読み上げました（右下写真①～④）。参加した子供たちは緊張感を持ちながら、亡くなった方々のことを考え、

平和を願いながら心を込めて読み上げていました。今年度の本プロジェクトで、参加する小学校のトップバッ

ターが神原小学校だったようです。取り組みを終えて事務局からは「立派な態度でした。ありがとうございま

した」という感謝のお言葉をいただきました。真剣に取り組んでくれてありがとうございました。先生方、ご

指導ありがとうございました。

さて、神原っ子の皆さんは、沖縄戦の事実をどのくらい知っていますか。校長先生は正直知らないことの方

が多いと思います。少しだけ確認します。 78年前、沖縄で戦争が起こりました。沖縄戦で亡くなった20万

人のうち沖縄県民の犠牲者が10万人以上とも言われています。兵隊より住民が多く亡くなった戦争。住民を

巻き込んだ地獄のような地上戦でした。若い男性は兵隊としてかり出され、10代の学生までが兵隊となりま

した。女学生は負傷した兵士の看護をする役割。幼い子供たちは学童疎開で家族、親と離れ離れとなり船に

乗って沖縄から九州などの県外へ。女性や子供、赤ちゃん、お年寄りは、真っ暗な壕の中に逃げました。 ア

メリカ軍が日本に打ち込んだ砲弾の数 約40000発、軍艦の戦闘機1600機。アメリカ軍の兵士54万人、日

本軍11万人。圧倒的な戦力の違い。この数からも勝ち目のない戦でした。それなのになぜ？

今、私たちはこのような沖縄戦のことを知り「二度と戦争を起こさないようにしたい」と思います。しかし、

今私たちが知っていることは、沖縄戦の事実ですが、それが全てではありません。ほんの一部のこと、表面的

なことにすぎないのです。「二度と戦争をしない。起こさない。」と誓い、そうするための行動をするには、

もっと詳しく沖縄戦の真実を知る必要があると思います。そうすることが、私たちの人としての成長や生き方

につながっていくのだと思います。だから、校長先生は、56歳になった今からでも、おじいちゃんおばちゃ

ん、お父さんお母さんが体験した沖縄戦のことを知りたいと思っています。そして、出会った先生方や子供た

ちと話し合い、何がいけなかったのか、戦争を繰り返さないためにはこれからどうしたらいいのかを考え行動

に表していきたいと思っています。

神原っ子の皆さんは、沖縄戦のことで知りたいことや疑問に思うことはありませんか。校長先生は神原っ子

と一緒に次のことについて調べその事実を知り、自分の考えを整理したいと思っています。

■日本軍は沖縄の住民を本当に助けるつもりでいたのか？日本の沖縄戦の本当の目的は？■これ以上戦いを続

けたら、さらに多くの住民が犠牲に合うことがわかっていたはずなのに、なぜ戦いをやめずに、司令部を南部

に移動して戦う決断を5月22日にしたのか？■壕の中で何があったのか？■なぜ集団自決をしなければならな

かったのか？■なぜ日本は、国のために自分の命を落とす教育をしたのか？など。

右上の写真に写っている平和の礎の前にいる家族が、刻まれた方の名前を見て、その名前に触れながら、ど

のようなことを考え、どのような言葉がけをしていると思いますか。私たちはその方々の気持ちを自分事とし

て考えないといけないと思います。ご家族でもこのことを話題にして話し合ってくださいね。

①4年生の読み上げの様子 ②5年生の様子

５年の松岡ひかりです。私は二人の

方の名前を読み上げました。

沖縄戦で生まれたばかりの赤ちゃん、

私たちと同じくらいの人が多く亡く

なったので悲しいです。私はその人

たちの分まで精一杯生きたいと思い

ます。

６年の松本樹莉です。私は四人の

方の名前を読み上げました。

沖縄戦で亡くなった人が天国で安

らかに過ごしてほしいです。二度

と戦争を起こしたくないので、こ

れからどうしたらいいのか考えて

いきたいです。

4年の伊計萌愛です。私は三人の方の名

前を読み上げました。

沖縄戦で亡くなった方が、戦争がなかっ

たら・・・今ごろ幸せな生活を送ってい

たと思います。残念です。戦争がなく、

みんなが安心して暮らせる世界にしたい

です。

③先生に支えられて読み上げる６年生 ④６年生の様子

校長先生

から一押

しお勧め

本です。

図書室に

あります。

読みやす

いので皆

さん借り

てくださ

いね！


